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彙
報
（
二
〇
二
四
年
度
）
 

  

†
 
教
員
関
係
 

 二
〇
二
四
年
度
新
規
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
）
 

 
串
田
純
一
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
環
境
の
哲
学
」
）
 

西
條
玲
奈
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
哲
学
」
）
 

檜
垣
立
哉
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
哲
学
演
習
３
年
Ｂ
」
）
 

 二
〇
二
五
年
三
月
 

青
柳
英
司
兼
任
講
師
退
職
 

秋
吉
亮
太
兼
任
講
師
退
職
 

水
野
博
太
兼
任
講
師
退
職
 

檜
垣
立
哉
兼
任
講
師
退
職
 

 

†
 
学
生
関
係 

 二
〇
二
四
年
四
月
 

 
第
七
期
と
し
て
三
十
七
名
入
学
。
 

 

二
〇
二
四
年
九
月
 

 
二
名
卒
業
 

 二
〇
二
五
年
三
月
 

 
三
十
八
名
卒
業
 

  
 
†
 
卒
業
論
文
題
目
一
覧
 

 ・
ミ
ル
は
「
自
由
の
原
理
」
を
ど
の
よ
う
に
正
当
化
し
て
い
る
か
―
J. S. 

ミ
ル
『
自
由
論
』
の
考
察
―
 

・
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
「
神
の
死
」
と
は
な
に
か
―
『
愉
し
い
学
問
』

125

番
と

343
番
の
比
較
か
ら
―
 

・
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
デ
カ
ル
ト
的
世
界
の
存
在
論
批
判
―
『
存
在
と

時
間
』
第
19
節
・
第
20
節
・
第
21
節
の
考
察
―
 

・
退
屈
の
第
三
形
式
が
最
も
深
い
退
屈
で
あ
る
と
言
え
る
の
は
な
ぜ
か

―
『
形
而
上
学
の
根
本
諸
概
念
 
世
界
―
有
限
性
―
孤
独
』
第
一

部
の
記
述
の
検
討
―
 

・
全
体
主
義
が
生
み
出
す
「
虚
構
の
世
界
」
は
な
ぜ
大
衆
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
か
―
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
全
体
主
義
の
起
原
』
第

11
章
考
察
―
 

・
自
由
と
主
権
は
相
互
に
排
他
的
か
―
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の

条
件
』
「
32
 活
動
の
過
程
的
性
格
」
の
考
察
―
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・
革
命
に
お
け
る
偽
善
へ
の
追
及
は
、
な
ぜ
平
等
を
生
ま
な
い
の
か
―

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』
第
二
章
「
社
会
問
題
」

に
つ
い
て
の
考
察
―
 

・
思
考
は
共
通
感
覚
に
よ
る
実
在
性
を
証
明
で
き
る
の
か
―
ア
ー
レ
ン

ト
『
精
神
の
生
活
〈
上
 第
一
部
 思
考
〉
』
第
一
章
に
お
け
る
考
察

―
 

・
平
等
の
原
理
は
種
を
超
え
て
適
用
で
き
る
の
か
―
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン

ガ
ー
『
実
践
の
倫
理
』
第
３
章
よ
り
―
 

・
判
断
力
の
あ
る
子
ど
も
は
い
か
に
し
て
育
つ
の
か
―
Ｍ
．
リ
ッ
プ
マ

ン
『
探
求
の
共
同
体
』
に
お
け
る
「
哲
学
対
話
」
の
可
能
性
―
 

・
「
探
求
の
共
同
体
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
思
考
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
―
『
探
求
の
共
同
体
 
考
え
る
た
め
の
教
室
』
第
四
、
九
章

か
ら
考
え
る
―
 

・
学
校
教
育
で
教
師
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
つ
べ
き
か
―
学
習
指
導

要
領
の
方
針
と
ビ
ー
ス
タ
の
差
異
か
ら
―
 

・
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
お
け
る
完
全
人
間
論
と
禅
の
比
較
に
つ
い
て
 

・
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
幸
い
な
貧
し
さ
 

・
武
士
道
と
自
己
犠
牲
の
精
神
 

・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
教
解
釈
と
哲
学
的
論
考
は
ど
れ
ほ
ど
密
接
し

て
い
る
の
か
―
「
他
者
」
を
例
と
し
て
 

・
異
邦
人
に
認
め
る
べ
き
権
利
 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
哲
学
的
分
析
―
ハ

ー
バ
ー
マ
ス
、
デ
リ
ダ
の
思
想
に
基
づ
い
て
―
 

・
私
た
ち
は
菜
食
主
義
者
に
な
る
べ
き
か
 ―
シ
ン
ガ
ー
『
動
物
の
解
放

』
か
ら
の
考
察
―
 

・
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
あ
る
べ
き
関
係
性
 ―
プ
レ
シ
ア
ド
の

思
想
を
抽
出
す
る
―
 

・
女
性
が
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
 

・
快
楽
と
善
は
異
な
る
も
の
な
の
か
 ─
プ
ラ
ト
ン
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』

491d
-497d

─
 

・
悲
劇
の
憐
れ
み
や
怖
れ
を
呼
び
起
こ
す
働
き
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
ら
生
じ
て
く
る
の
か
―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
第
13
章
―
 

・
な
ぜ
実
体
は
分
割
さ
れ
え
な
い
の
か
―
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
第
一

部
定
理
一
二
―
 

・
ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
、
服
従
の
必
要
条
件
と
し
て
の
教
義
（
普
遍
的

信
仰
の
教
義
）
は
無
縁
な
の
か
：
ス
ピ
ノ
ザ
『
神
学
・
政
治
論
』
第

14
章
 

・
反
逆
的
意
見
と
は
何
か
―
ス
ピ
ノ
ザ
『
神
学
・
政
治
論
』
第
20
章
第

9
節
―
 

・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
ア
ル
ノ
ー
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
ど
の
よ
う
に
解
消
し

よ
う
と
し
た
の
か
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
―
ア
ル
ノ

ー
往
復
書
簡
』
「
「
各
人
の
個
体
概
念
は
そ
の
人
物
に
い
つ
か
起

こ
る
こ
と
を
一
挙
に
含
ん
で
い
る
」
と
い
う
私
の
命
題
に
か
ん
す

る
、
ア
ル
ノ
ー
氏
へ
の
手
紙
の
覚
書
き
」
 

・
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
る
人
格
の
同
一
性
の
議
論
に
は
ど
の
よ
う
な
矛
盾
が

あ
る
か
―
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
間
本
性
論
』
第
一
巻
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第
四
部
第
六
節
―
 

・
死
は
私
の
可
能
性
な
の
か
―
サ
ル
ト
ル
『
存
在
と
無
 
現
象
学
的
存

在
論
の
試
み
』
第
四
部
第
一
章
第
Ⅱ
節
Ｅ
「
私
の
死
」
―
 

・
な
ぜ
人
間
は
全
世
界
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
か
―
サ
ル
ト
ル
『
存

在
と
無
：
現
象
学
的
存
在
論
の
試
み
』
第
四
部
第
一
章
第
Ⅲ
節
「
自

由
と
責
任
」
―
 

・
生
存
の
目
的
を
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
が
「
意
味
」
を
理
解
す
る
の
か

：
戸
田
山
和
久
『
哲
学
入
門
』
第
１
章
 

・
『
荘
子
』
の
「
斉
物
論
篇
」
に
お
い
て
絶
対
者
は
想
定
で
き
る
か
 

・
朱
子
学
の
諸
概
念
は
ど
の
よ
う
に
割
股
を
擁
護
し
た
の
か
 

・
法
然
は
菩
提
心
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
た
の
か
 ―
『
摧
邪
輪
』
か
ら

の
批
判
を
通
じ
て
―
 

・
伊
藤
仁
斎
の
天
命
観
 

・
中
江
兆
民
に
お
け
る
天
命
の
自
由
と
は
な
に
か
 

・
井
上
円
了
の
哲
学
に
み
ら
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
つ
い
て
 

・
西
田
幾
多
郎
の
思
惟
 ―
絶
対
無
の
思
想
と
は
何
か
―
 

・
「
即
非
の
論
理
」
と
は
な
に
か
―
「
主
体
の
論
理
」
「
作
用
の
論
理
」

と
し
て
の
「
即
非
」
―
 

・
三
木
哲
学
に
お
け
る
幸
福
と
存
在
の
関
係
性
に
つ
い
て
 

・
三
木
清
と
和
辻
哲
郎
の
人
間
観
の
比
較
研
究
―
人
間
と
い
う
言
葉
に

あ
る
他
者
と
の
関
係
性
と
社
会
性
―
 

 （
順
不
同
 
卒
業
論
文
提
出
者
数
と
卒
業
生
数
は
一
致
し
な
い
）
 

  
 
†
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど
 

 二
〇
二
四
年
四
月
二
日
 

研
究
集
会
「
ラ
イ
ナ
ー
・
シ
ュ
ー
ル
マ
ン
の
哲
学
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
と

ア
ナ
ー
キ
ー
の
原
理
を
中
心
に
」
 

登
壇
者
：
宮
﨑
裕
助
氏
、
中
西
淳
貴
氏
、
合
田
正
人
氏
、
池
田
喬
氏
 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
 リ
エ
ゾ
ン
棟
Ｌ
１
教
室
 

 二
〇
二
四
年
六
月
二
十
九
日
 

映
画
上
映
館
＆
講
演
会
：
「Islam

, C
o

rb
in

, H
eid

egger

」 

映
画
上
映
：M

aso
ud

 T
ah

eri

監
督
「T

h
e Seaker o

f O
rien

t

」 

講
演
者
：E

h
san

 Sh
aria'ti

氏
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
ア
ン
リ
・
コ
ル

バ
ン
の
読
み
方
」
 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
 リ
エ
ゾ
ン
棟
３
階
Ｌ
９
教
室
 

 二
〇
二
四
年
七
月
十
三
日
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
存
在
す
る
と
は
別
の
仕
方
で
』
刊

行
五
〇
年
、
リ
オ
タ
ー
ル
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
：
多
島
海
・
漂
白
―
別
の
仕
方
で
」
 

登
壇
者
：
合
田
正
人
氏
、
越
門
勝
彦
氏
、
テ
ィ
エ
リ
ー
・
オ
ケ
氏
、
フ

ラ
ン
ソ
ワ
＝
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
バ
ー
氏
、
星
野
太
氏
、
本
間
邦
雄

氏
、
渡
名
喜
庸
哲
氏
（
セ
バ
ー
氏
は
代
読
）
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明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
・
グ
ロ
ー
バ

ル
ホ
ー
ル
 

 二
〇
二
四
年
七
月
十
九
日
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学
（
P4C
）
に
お
け
る
認
識

的
不
正
義
」
 

登
壇
者
：
西
山
渓
氏
、
佐
藤
邦
政
氏
、
池
田
喬
氏
 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一
一
四
三
教
室
 

 二
〇
二
五
年
三
月
十
四
日
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
現
代
哲
学
と
し
て
の
現
象
学
の
可
能
性
：
池
田

喬
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
現
代
現
象
学
』
（
勁
草
書
房
、
2024）
を
通

し
て
」
（
主
催
：
明
治
大
学
文
学
部
哲
学
専
攻 

M
eiji In

stitute o
f 

P
h

ilo
so

p
h

ies (M
IP

s)

、
共
催
：
メ
ル
ロ

ポ
ン
テ
ィ
哲
学
研
究
会
） 

登
壇
者
：
佐
藤
駿
氏
、
丸
山
文
隆
氏
、
田
村
正
資
氏
、
池
田
喬
氏
、
國

領
佳
樹
氏
 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
 
第
一
校
舎
〇
〇
七
教
室
 

  二
〇
二
五
年
三
月
二
十
九
日
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「T

rad
uire 

le 
ryth

m
e: 

L
e 

cro
isem

en
t 

d
es 

p
h

ilo
so

p
h

ies jud
aïq

u
e, islam

iq
u

e, fran
çaise et jap

o
n

aise 

（
リ
ズ

ム
を
翻
訳
す
る
：
ユ
ダ
ヤ
、
イ
ス
ラ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
哲
学
の

交
差
点
）
」
（
主
催
：
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
「
現

代
フ
ラ
ン
ス
語
圏
哲
学
と
三
つ
の
一
神
教
」
） 

登
壇
者
：
合
田
正
人
氏
、A

m
ir A

rtab
an

 Sed
agh

at

氏
、
井
上
貴
恵
氏
、

野
元
晋
氏 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
三
〇
九
Ｃ
教

室
 

   

 


